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《表記》ＢＮＦの記号として ∷= | ∎∗ ∎+ を用います。 

問１ 文法１の下降型構文解析ＬＬ（１）に関する以下の設問に答えなさい。 

（文法１） 

非終端記号 Ａ Ｂ 

終端記号 ｎ ０ ＋ ― 

生成規則 

Ａ ∷= ｎ Ｂ Ａ ① 

Ａ ∷= ０ ② 

Ｂ ∷= ＋ ③ 

Ｂ ∷= ― ④ 

出発記号 Ａ 

設問１ 文法１での次の First（）と Follow（）を答えなさい。【各３計１２】 

〔１〕First（Ａ） 〔２〕First（Ｂ） 〔３〕Follow（Ａ） 〔４〕Follow（Ｂ） 

設問２ 文法１のＬＬ解析表を以下に示します。入力記号列をｎ＋ｎ―０とし

て構文解析を行いなさい。解析過程は１ステップずつ示し、複数のステップを

一度に行わないこととします。【６】 

《文法１のＬＬ解析表》 

 ｎ ０ ＋ ― ＄ 

Ａ Ａ→ｎＢＡ Ａ → ０    

Ｂ   B → ＋ B → ―  

問２ 上昇型構文解析ＳＬＲ（１）に関する以下の設問に答えなさい。 

※ＬＲ（０）項の括弧［］、集合の括弧｛｝、closure（）や goto（）の引数

の括弧（）を明確に区別して解答してください。 

（文法２） 

非終端記号 Ａ Ｂ Ｃ 

終端記号 ａ 「 ｎ 」 

生成規則 

Ａ ∷= ａ Ｂ ① 

Ｂ ∷= Ｃ Ｂ ② 

Ｂ ∷= Ｃ ③ 

Ｃ ∷= 「 ｎ 」 ④ 

出発記号 Ａ 

設問１ 文法２での次の closure（）と goto（）を答えなさい。【各３計１８】 

〔１〕closure（｛［Ｂ→・Ｃ］｝） 

〔２〕closure（｛［Ａ→ａ・Ｂ］｝） 

〔３〕closure（｛［Ｂ→Ｃ・］｝） 

  ＝｛［Ｃ→「・ｎ」］｝   ＝｛［Ｂ→・ＣＢ］｝   ＝｛［Ｂ→・Ｃ］｝  

〔４〕goto（   、ｎ） 〔５〕goto（   、Ｃ） 〔６〕goto（   、Ｃ） 

設問２ 文法２にＡ'→Ａを加えた文法２'の正規集合は以下の通りです。ＬＲ解

析表の各空欄を適切に埋めなさい。【各２計１４】 

（正規集合） 

   =｛［Ａ'→・Ａ］、［Ａ→・ａＢ］｝ 

goto（   、Ａ） = ｛［Ａ'→Ａ・］｝ 

 =    

goto（   、ａ） = ｛［Ａ→ａ・Ｂ］、［Ｂ→・ＣＢ］、 

   ［Ｂ→・Ｃ］、［Ｃ→・「ｎ」］｝ 

 =    

goto（   、Ｂ） = ｛［Ａ→ａＢ・］｝ 

 =    

goto（   、Ｃ） = ｛［Ｂ→Ｃ・Ｂ］、［Ｂ→Ｃ・］、［Ｂ→・ＣＢ］、 

   ［Ｂ→・Ｃ］、［Ｃ→・「ｎ」］｝ 

 =    

goto（   、「） = ｛［Ｃ→「・ｎ」］｝ 

 =    

goto（   、Ｂ） = ｛［Ｂ→ＣＢ・］｝ 

 =    

goto（   、Ｃ） =    

goto（   、「） =    

goto（   、ｎ） = ｛［Ｃ→「ｎ・」］｝ 

 =    

goto（   、」） = ｛［Ｃ→「ｎ」・］｝ 

 =    

よって、正規集合 は｛   、   、   、   、   、   、   、   、    ｝となります。 

《文法２のＬＲ解析表》 

 ａ 「 」 ｎ ＄ Ａ Ｂ Ｃ 

０ ｓ２     １   

１     〔１〕    

２  ｓ５     〔２〕 ４ 

３     〔３〕    

４  〔４〕   ｒ３  ６ 〔５〕 

５    ｓ７     

６     ｒ２    

７   〔６〕      

８  〔７〕   ｒ４    

設問３ 文法１のＬＲ解析表を以下に示します。入力記号列をｎ＋ｎ―０とし

て構文解析を行いなさい。解析過程は１ステップずつ示し、複数のステップを

一度に行わないこととします。【６】 

《文法１のＬＲ解析表》 

 ｎ ０ ＋ ― ＄ Ａ Ｂ 

０ ｓ２ ｓ３    １  

１     ａｃｃ   

２   ｓ５ ｓ６   ４  

３     ｒ２   

４ ｓ２ ｓ３    ７  

５ ｒ３ ｒ３      

６ ｒ４ ｒ４      

７     ｒ１   

問３ 次に示す式の後置記法表現に関する設問に答えなさい。 

〔１〕ａｂｃ÷ｄ―＝ 〔２〕ａｂｃｄ÷―＝ 

〔３〕ａｂｃ―ｄ÷＝ 〔４〕ａｂｃｄ―÷＝ 

設問１ 各後置記法表現が表す構文木を描きなさい。【各２計８】 

設問２ 各後置記法表現が表す演算と同等の演算を行う４つ組表現をそれぞれ答えなさ

い。ここで、Ａは演算結果保持用の一時変数とします。【各２計８】 

〔ａ〕 （―，ｃ，ｄ，Ａ） 〔ｂ〕 （÷，ｃ，ｄ，Ａ） 

 （÷，ｂ，Ａ，ａ）  （－，ｂ，Ａ，ａ） 

〔ｃ〕 （―，ｂ，ｃ，Ａ） 〔ｄ〕 （÷，ｂ，ｃ，Ａ） 

 （÷，Ａ，ｄ，ａ）  （－，Ａ，ｄ，ａ） 

問４ 次の各処理を実行するスタック機械プログラムを以下のように作成しました。プロ

グラム中のそれぞれの空欄を適切な命令で埋めなさい。スタック機械の各命令の機能と意

味は下の表に示します。【各２計１６】 

〔１〕 ｉｆ（ａ＜ｂ）ａ＝２； 

〔２〕 ｉｆ（ａ＝＝ｂ）ａ＝２； 

〔３〕 ｉｆ（ａ＝＝ｂ）ａ＝２；ｅｌｓｅ ｂ＝２； 

〔４〕 ｗｈｉｌｅ（ａ！＝ｂ）ａ＋＝２； 

〔５〕 ｗｈｉｌｅ（ａ＜ｂ）ａ＋＝２； 

〔６〕 ｄｏ ａ＋＝２； ｗｈｉｌｅ（ａ！＝ｂ）； 

《スタック機械プログラム》※上の番号と対応します 

〔１〕  ＰＵＳＨ ａ 〔２〕  ＰＵＳＨ ａ 

  ＰＵＳＨ ｂ   ＰＵＳＨ ｂ 

  ＬＴ①ＯＰ      ＮＥ②ＯＰ     

  ＦＪＵＭＰ Ｌ１   ＴＪＵＭＰ Ｌ１ 

  ＰＵＳＨ ２   ＰＵＳＨ ２ 

  ＡＳＳＩＧＮ ａ   ＡＳＳＩＧＮ ａ 

 Ｌ１：   Ｌ１： 

〔３〕  ＰＵＳＨ ａ 〔４〕 Ｌ１： ＰＵＳＨ ａ 

  ＰＵ③ＳＨ ｂ    ＰＵＳＨ ｂ 

  ＥＱＯＰ   ＮＥＯＰ 

  ＦＪＵＭＰ Ｌ１   ＦＪ⑤ＵＭＰ Ｌ２ 

  ＰＵ④ＳＨ ２    ＰＵＳＨ ａ 

  ＡＳＳＩＧＮ ａ   ＰＵＳＨ ２ 

  ＪＵＭＰ Ｌ２   ＡＤＤ 

 Ｌ１： ＰＵＳＨ ２   ＡＳＳＩＧＮ ａ 

  ＡＳＳＩＧＮ ｂ   ＪＵＭＰ Ｌ１ 

 Ｌ２：   Ｌ２： 

〔５〕 Ｌ１： ＰＵＳＨ ａ 〔６〕 Ｌ１： ＰＵＳＨ ａ 

  ＰＵＳＨ ｂ   ＰＵＳＨ ２ 

  ＬＴＯＰ   ＡＤ⑦Ｄ      

  ＦＪＵＭＰ Ｌ２   ＡＳＳＩＧＮ ａ 

  ＰＵＳＨ ａ   ＰＵＳＨ ａ 

  ＰＵＳＨ ２   ＰＵＳＨ ｂ 

  ＡＤＤ   ＮＥＯＰ 

  ＡＳＳＩＧＮ ａ   ＴＪ⑧ＵＭＰ Ｌ１ 

  ＪＵ⑥ＭＰ Ｌ１ 

 Ｌ２： 

問５ ハッシュ法に関する以下の設問に答えなさい。 

設問１ 以下に識別子とそのハッシュ値を示します。〔１〕～〔３〕に示す各順で識別子

を下のハッシュ表に格納した後のハッシュ表の状態をそれぞれ答えなさい。ただし、衝突

した場合は線形走査法を用いることとします。【各２計６】 

〔ハッシュ値〕  〔ハッシュ表〕  

識別子 ハッシュ値 添え字 データ 

pos_x 1 0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

 

pos_y 3  

distance 4 area 

length 2  

color1 0 upper 

color2 5 lower 

tm 6  

cnt 7  

〔１〕pos_x → length → distance 

〔２〕pos_y → length → distance 

〔３〕tm → distance → length 

設問２ ある２つの識別子ＡとＢのハッシュ値をハッシュ関数の一つである平方採中法

を用いて求め、それぞれ１０進数で答えなさい。各識別子の文字コード値は表のとおりと

し、ハッシュ表のサイズは１６とします。【各４計８】 

識別子 文字コード値 

Ａ ２４ 

Ｂ １５ 

《スタック機械命令一覧》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答欄】 

【問１ 設問１】 

〔１〕First（Ａ）＝ 

〔２〕First（Ｂ）＝ 

〔３〕Follow（Ａ）＝ 

〔４〕Follow（Ｂ）＝ 

【問１ 設問２】 

 入力記号列 スタック 動作 

0 ｎ ＋ ｎ ― ０ ＄ Ａ ＄  

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

【問２ 設問１】 

〔１〕closure（｛［Ｂ→・Ｃ］｝）＝ 

〔２〕closure（｛［Ａ→ａ・Ｂ］｝）＝ 

〔３〕closure（｛［Ｂ→Ｃ・］｝）＝ 

〔４〕goto（   、ｎ）＝ 

〔５〕goto（   、Ｃ）＝ 

〔６〕goto（   、Ｃ）＝ 

【問２ 設問 2】 

〔１〕 〔２〕 〔３〕 〔４〕 

〔５〕 〔６〕 〔７〕  

【問２ 設問３】 

 入力記号列 スタック 動作 

0 ｎ ＋ ｎ ― ０ ＄ ０  

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

【問３ 設問１】 

〔１〕  〔２〕  

〔３〕  〔４〕  

【問３ 設問２】 

〔１〕  〔２〕  

〔３〕  〔４〕  

【問４】 

①  ②  

③  ④  

⑤  ⑥  

⑦  ⑧  

【問５ 設問１】 

 〔１〕  〔２〕  〔３〕 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

 0  0  

 1  1  

area 2 area 2 area 

 3  3  

upper 4 upper 4 upper 

lower 5 lower 5 lower 

 6  6  

 7  7  

【問５ 設問２】 

Ａのハッシュ値  Ｂのハッシュ値  

お疲れ様でした。 

命令（オペコード） パラメータ（オペランド） 機能 意味

PUSH para プッシュ
paraが変数であればその中の値をスタックへ積み、paraが数値であればその値
をスタックへ積む。

POP ポップ スタックのトップの値を取り出す。
ASSIGN var アサイン スタックのトップをポップし、その値を変数varへ書き込む。
JUMP label 分岐 ラベルlabelへ飛ぶ。
FJUMP label 分岐 スタックのトップをポップし、０であればラベルlabelへ飛ぶ。
TJUMP label 分岐 スタックのトップをポップし、０でなければラベルlabelへ飛ぶ。

INV 符号反転
スタックのトップをポップし、その値の符号を反転する。結果をスタックのトップへ
プッシュする。

ADD 加算
スタックのトップと２番目をポップし、それらを加算する。結果をスタックのトップへ
プッシュする。

SUB 減算
スタックのトップと２番目をポップし、２番目からトップを減ずる。結果をスタックの
トップへプッシュする。

MULT 乗算
スタックのトップと２番目をポップし、それらを乗算する。結果をスタックのトップへ
プッシュする。

DIV 除算
スタックのトップと２番目をポップし、２番目をトップで割る。結果をスタックのトップ
へプッシュする。

MOD 剰余
スタックのトップと２番目をポップし、２番目をトップで割ったときの余りを計算す
る。結果をスタックのトップへプッシュする。

GTOP >
スタックのトップと２番目をポップし、２番目がトップより大きければ１、そうでなけ
れば０をスタックのトップへプッシュする。

GEOP >=
スタックのトップと２番目をポップし、２番目がトップ以上であれば１、そうでなけ
れば０をスタックのトップへプッシュする。

LTOP <
スタックのトップと２番目をポップし、２番目がトップより小さければ１、そうでなけ
れば０をスタックのトップへプッシュする。

LEOP <=
スタックのトップと２番目をポップし、２番目がトップ以下であれば１、そうでなけ
れば０をスタックのトップへプッシュする。

EQOP ==
スタックのトップと２番目をポップし、２番目とトップが等しいならば１、そうでなけ
れば０をスタックのトップへプッシュする。

NEOP !=
スタックのトップと２番目をポップし、２番目とトップが等しくないならば１、そうでな
ければ０をスタックのトップへプッシュする。

ANDOP &&
スタックのトップと２番目をポップし、２番目とトップで一方または両方が０ならば
０、そうでなければ１をスタックのトップへプッシュする。

OROP ||
スタックのトップと２番目をポップし、２番目とトップで両方が０ならば０、そうでな
ければ１をスタックのトップへプッシュする。


